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論 文 内 容 の 要 旨
糖尿病患者に種々の物質代謝の異常がみられ, とくにしばしば血中ケトン体の増加が認められる｡ しか
し従来 ketonem ia の示標とされてきた尿中ケ トン体の測定は鋭敏でなく血中ケ トン体とも必ずしも併行
しないため, 物質代謝異常の詳細を解明するためには血中ケ トン体の正確な測定が必要である｡ 一方焦性
ブ ドウ酸は E m bden-M yerhof の経路と K rebs のサイクルをつなぐ位置にあり, acetyトCoA を介して
ケ トン体や脂肪酸サイクルとも密接な関係を有している｡ 著者は膜性糖尿病および甲状腺機 能 克 進症,
C ushing氏症候艶 糖質コルチコイ ド投与患者, 先端肥大症などの牌外性糖尿病における物質代謝異常の
本質を明らかにする目的で血中ケ トン体および焦性ブ ドウ酸を同時に測定し, さらに各種ホルモンのケト
ン体, 焦性ブ ドウ酸- の影響を糖代謝異常との関連において検討した｡ また豚性糖尿病患者では諸種経口
糖尿病剤およびインスリン治療を行ない, 血糖値, ケ トン体値, 焦性ブ ドウ酸値の変動を観察し, 経口糖
尿病剤の作用とインスリンの作用を比較検討した｡
1. 勝性糖尿病患者では血中ケ トン体値も焦性ブ ドウ酸値も高値を示した｡ とくに若年性糖尿病患者,
やせ型糖尿病患者では他の糖尿病患者に比し血中ケトン体値は高値であった｡ 糖尿病患者の血中ケ ト
ン体値と空腹時血糖値, 糖負荷後 60分値および 120分値との間には明らかな正の相関を認めた｡ これ
らの成績より勝性糖尿病患者では糖代謝障碍の著しいものはどケ トン体代謝障碑も強くさらに脂質代
謝障碑も強いことが推論される｡
2. 甲状腺機能先進症では耐糖力の異常の有無にかかわらずケ トン体は低値, 焦性ブ ドウ酸は高値を認
めた｡ さらにケ トン体値と基礎代謝率および血清 PB I 値との問には負の相関を認めた｡ C ushing 氏
症候群および糖質コルチコイ ド投与患者では耐糖力の明らかな低下を認めたものも認めなかったもの
も焦性ブ ドウ酸は高値を示し, ケ トン体は耐糖力の明らかな低下を認めたものでは高値, 認めなかっ
たものでは正常値であった｡ 軽度の耐糖力の低下を認めた先端肥大症の2 例ではケトン体はやや高値
で焦性ブ ドウ酸は 1例では高値, 1例では正常値であった｡ 以上の成績から甲状腺機能先進症のケ ト
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ン体の減少および焦ブ ドウ酸の増加は甲状腺ホルモンの過剰と密接な関係があり, C ushing氏症候群
および糖質コルチコイド投与患者の焦性ブ ドウ酸の増加は糖質コルチコイ ドの過剰と密接な関係があ
ることを推定した｡
3. 勝性糖尿病患者において guanidine 系の薬剤の短期間投与では血糖低下, 尿糖減少にもかかわら
ずケトン体も焦性ブ ドウ酸も明らかに増加した｡ Sulfonylurea 系の薬剤の短期間投与では血糖低下,
尿糖減少にもかかわらずケ トン体は増加が見られたが, 焦性ブ ドウ酸には一定の傾向は な か ったo
Sulfonylurea 系および guanidine 系の薬剤の長期間投与において本物質によって糖尿病の経過の良
好になったものでは投与後 1週間目には血中ケ トン体および焦性ブ ドウ酸は増加するが, その後逐次
減少して, 約 6 か月後には正常値に復したものが多かった｡ インスリン治療の場合には血糖低下, 皮
糖減少とともに2 週間以内に血中ケ トン体も焦性ブ ドウ酸も減少して, その過半数は正常値 に復 t ,
た｡ 以上の成績より経口糖尿病剤の解糖系や脂質代謝- の影響はインスリンとは異ることが明らかに
され, sulfonylurea 系の薬剤もインスリン分泌刺戟だけでなく糖, 脂質代謝に対し何らかの直接作
用を有する可能性が考えられる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
著者は糖尿を伴う諸疾患患者におけるケ トン体代謝に関する臨床的研究を行なって以下の成績を得た｡
膜性糖尿病患者では血中ケ トン体も焦ブ ドウ酸もともに高値を示し, かつ, 血 中 ケ トン体値と血糖値との
問に正の相関を認めた｡
したがって糖質代謝障害の強いものはどケ トン体代謝障害も強く, かつ, 脂質代謝障害も強いことが推
論される｡ 甲状腺機能先進症では血中ケ トン体は低値を示し, 焦性ブ ドウ酸は高値を示した｡ また, 血中
ケ トン体値と基礎代謝率および血清, P B Iとの間には負の相関を認めた｡ ケ トン体の減少, 焦性ブ ドウ酸
の増加は甲状腺ホルモンの過剰と密接な関係がある｡ C ushing氏症候群患者および糖質コルチコイ ド投与
患者では血中焦性ブ ドウ酸は高値を示した｡ 膜性糖尿病患者において, guanidine 系の薬剤の短期投与で
は血ヰけ トン体も焦性ブ ドウ酸も増加した｡ Sulfonylurea系の薬剤では血中ケ トン体値のみが増加した｡
これらの薬剤の長期間投与によって血中ケ トン体も焦性ブ ドウ酸もともに減少して, 過半数では正常値に
復した｡ インスリン治療を行なうと2週間以内にケ トン体も焦性ブ ドウ酸も減少し, その過半数は正常値
に復した｡
本論文は学問上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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